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キャンパスライフにおける
ケガの初期対応
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学生生活で多いケガ

　保健管理センターで整形外科の診療をしていると，

日常生活やスポーツ活動でケガをした学生が多く受

診します。疾患別に解析すると，打撲や捻挫が一番

多く，続いて炎症（スポーツ障害），骨折，靱帯損傷，

挫創・擦過傷と続きます。打撲や捻挫のうち特に多い

のが足関節（足首）の捻挫です。足関節の捻挫は多く

の場合，段差につまずいたりスポーツ活動でジャン

プの着地に失敗したり他プレーヤーとの接触などで

足首を内側に捻った際に受傷します。

ケガの初期対応

　ケガをした時にまずやってほしいことがあります。

平日の日中で保健管理センターや他の医療機関にす

ぐに行けるのであればそのまま向かっても差し支え

ありませんが，ケガをするのは休日や夜間もしくは

部活動の最中などすぐに医療機関に受診することが

できない状況の方が多いかも知れません。そのよう

な時には，まず意識や呼吸・循環などいわゆる生命

に関わる部分に異常がないことを確認できたら次に

RICE（ライス）処置を行ってください。これは

・Rest（安静）

・Icing（冷却）

・Compression（圧迫）

・Elevation（挙上）

の４つの頭文字をとったものになります。具体的に

は患部を「安静」にし，タオルなどに包んだ氷を当て

て「冷却」し，包帯などで「圧迫」をして心臓よりも

高い位置に「挙上」するということです。

　これにより患部が強く腫れるのを抑えることがで

きます。部活動の試合などで激しく打撲や捻挫をし

た際にもこの処置を行ってから翌日に保健管理セン

ターを受診すれば大丈夫です。

　ケガのない学生生活が理想ですが，もしケガをし

てしまったら初期対応が大切です。保健管理セン

ターを上手に利用してください。

整形外科を受診した学生の疾患内訳
（2016年４月～全543名の初診患者）
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